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要旨

いちばん高い山はエベレストである。ただしそれは、高さを海面から測ったときの答である。地球が赤道でふ

くらんだ楕円体であることを入れ、同じ山々を海面からの高さと地球の中心からの距離で並べ直し、順位がど

う入れ替わるかを数える。新しい定理も法則も主張しない。 第一に、赤道のふくらみは、エベレストより大き
い——赤道半径と極半径の差  m は、エベレストの高さの  倍（第2節）。 第二に、これが

本稿の芯である。地球の中心から最も遠い山頂は、チンボラソである——エベレストより  m 低いの

に、中心から  m 遠い（第2節）。 第三に、この入れ替わりは、無視したずれより十分に大きい——差

 m は、海面と楕円体のずれの桁（百メートル）の  倍（第3節）。 第四に、赤道近くの山ど
うしの順位は、決められない——チンボラソとワスカランの差  m は、その桁の  倍（第3

節）。 第五に、重さが最も軽くなる山も、同じく決められない——正規重力の式の上ではワスカランが

 m/s  で最も軽いが、チンボラソとの差は高さに直して  m（第3節）。 第六に、分離子は、高
さを海面から測るか、地球の中心から測るか（赤道のふくらみが入るか）である——「いちばん高い山はエベ

レスト」は、何から測るかを言うまで真偽が決まらない（第4節）。 キーワード：地球楕円体、赤道のふくら

み、地心距離、ジオイド、正規重力、山の高さ。
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本稿の射程（射程注記）：新しい定理も法則も主張しない——地球が回転楕円体で近似できること、測地緯度と高
さから地球の中心からの距離を出す式、正規重力の式、地球の中心から最も遠い山頂がエベレストではないこと
は、いずれも既知である（ホフマン＝ヴェレンホフ＆モーリッツ 、トルゲ＆ミュラー ）。海面を楕円体
と同じと置く——海面の高さ（ジオイド）と楕円体のずれは無視する。そのずれは地球全体で百メートルの桁で
あることが知られており、本稿はそれを、順位を言ってよい差かどうかの物差しにだけ使う。重力は式の上の値
である——山そのものの質量や地下の密度の違いによる重力の変化は入れない。山の値は入力である——九つの
山の高さと緯度は代表的な測量値を使い、その当否は扱わない。どれが本当にいちばん高いかを決めない——物
差しごとの順位だけを並べる。既刊との関係：論文404 は、水平線が見える距離の限界ではないことを示した
——その射程注記は、地球を球と置き、扁平・海面のうねり・潮位は主題ではないと明記していた。そこでは球
の上で見える距離を数えた。ここでは球をやめて楕円体にし、赤道のふくらみが「いちばん高い」を入れ替える
ことを数える。加えたのは、九つの山で海面からの高さ、地球の中心からの距離、正規重力を並べ、中心からの
距離を二通りの式で一致させたこと、チンボラソとエベレストの差  m を出したこと、無視したずれの
桁と比べ、言ってよい順位と言えない順位を分けたこと、分離子を「何から測るか」に置いたことである。

1. 記法と問い

設定：地球楕円体の赤道半径を 、第一離心率を 、山の測地緯度を 、高さを  とする。地球の中心からの距
離  と、正規重力に高さの補正を入れた重力  は次のようになる（ ・  は GRS80 の定数）。

問い：いちばん高い山は、どう測っても同じ山か。

2. 三つの物差し

計算 2.1：九つの山で、海面からの高さ、地球の中心からの距離、重力を出した。中心からの距離は、直交座標
の式と、楕円の媒介変数の点に法線方向の高さを足す式の二通りで出し、最大差は  m だった。重
力は正規重力の式と  年の級数の式で最大差  m/s  だった。



山 緯度 海面からの高さ 地球の中心からの距離 重力

エベレスト  度  m  m  m/s

K2  度  m  m  m/s

アコンカグア  度  m  m  m/s

ワスカラン  度  m  m  m/s

チンボラソ  度  m  m  m/s

デナリ  度  m  m  m/s

コトパクシ  度  m  m  m/s

キリマンジャロ  度  m  m  m/s

マウナケア  度  m  m  m/s

観察 2.2

赤道のふくらみは、エベレストより大きい。赤道半径と極半径の差は  m で、エベレストの高
さの  倍である——海面からの高さの違いより、どの緯度に立つかの違いのほうが大きく効き
うる。

観察 2.3

これが本稿の芯である。地球の中心から最も遠い山頂は、チンボラソである。海面から高い順はエベレ
スト・K2・アコンカグア・ワスカランだが、中心から遠い順はチンボラソ・ワスカラン・コトパク
シ・キリマンジャロで、チンボラソはエベレストより  m 低いのに  m 遠い——赤道の
近くに立つ山が、ふくらみの分だけ持ち上げられている。

観察 2.4

高緯度の高い山は、中心からは近い。北緯  度のデナリは、海面から  m でマウナケアよ
り高いが、中心からの距離は  m で、マウナケアの  m より近い。



3. 言ってよい順位と、言えない順位

計算 3.1：無視した海面と楕円体のずれ（ジオイドの起伏）を百メートルの桁と置き、順位を分ける差と比べ
た。

比べる二つ 差 ずれの桁との比

チンボラソ  エベレスト（中心から）  m

ワスカラン  チンボラソ（中心から）  m

ワスカラン  チンボラソ（重力）  m/s （高さに直して  m） —

観察 3.2

チンボラソとエベレストの入れ替わりは、無視したずれより十分に大きい。差  m は、ずれの
桁の  倍である——海面と楕円体のずれを入れても、この順位は動かない。

観察 3.3

赤道近くの山どうしの順位は、決められない。チンボラソとワスカランの中心からの距離の差は 

m で、ずれの桁の  倍しかない。正規重力の式の上ではワスカランが  m/s  で最も軽い
が、チンボラソとの差  m/s  は高さに直して  m で、同じく決めない——表の数の上で並
んでいても、無視したものより小さい差で順位を言ってはいけない。

4. 分離子

観察 4.1

分離子は、高さを海面から測るか、地球の中心から測るか（赤道のふくらみが入るか）である。海面か
ら測ればエベレストが一番で、中心から測ればエベレストより  m 低いチンボラソが  m

遠い——「いちばん高い山はエベレスト」は、何から測るかを言うまで真偽が決まらない。



観察 4.2

論文404 と並べる。404 は地球を球と置いて、水平線が見える距離の限界でないことを示した——ここ
では球をやめて楕円体にし、赤道のふくらみが「いちばん高い」を入れ替えることを数えた。

観察 4.3

言わないこと。海面と楕円体のずれそのもの、山の質量による重力の違い、測量値の当否は扱わない
——示したのは、物差しを替えると順位が入れ替わり、その入れ替わりに言ってよいものと言えないも
のがあることである。

5. 点呼と結び

1. 赤道のふくらみ  m（観察 2.2）：エベレストの  倍。

2. エベレストの中心からの距離  m（計算 2.1）：海面からは一番。

3. チンボラソ  m（計算 2.1）：中心からは一番。

4.  m 低く  m 遠い（観察 2.3）：本稿の芯。

5. デナリ  m（観察 2.4）：高緯度は近い。

6. ずれの桁の  倍（観察 3.2）：言ってよい順位。

7. ワスカランとの差  m（観察 3.3）：言えない順位。

8. 重力  m/s （観察 3.3）：式の上で最も軽い。

9. 高さに直して  m（観察 3.3）：これも言えない。

10. 何から測るか（観察 4.1）：分離子・論文404。

結び：エベレストより  m 低いチンボラソの山頂は、地球の中心から  m 遠い。地球楕円体の赤
道半径と極半径の差は  m で、エベレストの高さの  倍あり、海面から高い順のエベレスト・
K2・アコンカグア・ワスカランは、中心から遠い順ではチンボラソ・ワスカラン・コトパクシ・キリマンジャ
ロに入れ替わる——差  m は無視した海面と楕円体のずれの桁の  倍で、この入れ替わりは動
かない。一方、チンボラソとワスカランの差  m はその桁の  倍しかなく、正規重力の式の上で
最も軽いワスカランとの重力の差も高さに直して  m で、どちらの順位も決めない——物差しを替えると
順位は入れ替わるが、無視したものより小さい差では何も言えない。分離子は、高さを海面から測るか、地球
の中心から測るか（赤道のふくらみが入るか）である。既刊との位置——論文404 は地球を球と置いて見える



距離を数えた。ここは楕円体にして「いちばん高い」が入れ替わることを数えた。正直に言えば——海面と楕
円体のずれそのものも、山の質量による重力の違いも扱っていない。
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